
当行は、平成22（2010）年12月末現在、神奈川県内を中心に、国内に204か店の有人店舗を設置している。

昭和20（1945）年以前から現在まで継続する店舗は53か店であるが、このうち前身銀行からの歴史を受け継ぐ店舗が

40か店ある。これらの店舗は、その地域に初めて誕生した銀行の本支店を継承しているものが多く、明治時代から100年

を超える歴史をもつ店舗が多数ある。また、戦後に新設した店舗も、その地域で初の銀行店舗であるものが少なくない。

「前身銀行から継承した当行店舗40か店の系譜図」では、前身銀行から受け継いだ40か店について、その起源をたどって

いる。

起源をたどっていくにあたり、直接店舗（建物・場所）を継承したものだけでなく、「店舗は継承していないが、営業（預貸

金など）を継承した」というケースもあるため、この双方に目を向けた。

本店営業部を例に、具体的にみていくと、以下のとおり。

（例）本店営業部の歴史

　　　　

本店営業部が直接店舗（建物・場所）を継承したのは、七
しちじゅうし

十四銀行と横浜貯蓄銀行の本店であるが、その開設は、明治11

（1878）年の第七
しちじゅうし

十四国立銀行本店の開店にさかのぼる。また、営業（預貸金など）の継承に目を向けると、昭和3（1928）

年に第二銀行本店の営業を継承しており、第二銀行は明治2（1869）年開業の横浜為替会社にまでさかのぼることができる。

本店営業部は、この他にも、左
そ う だ

右田銀行・横浜貿易銀行・都
と な ん

南貯蓄銀行の各本店の営業を継承している。

横浜銀行の

店舗の歴史

直接店舗を継承
店舗は継承していないが、営業を継承現在の行政区画

現存する店舗

前身銀行からの継承店舗
40か店

昭和20（1945）年までに新設
（配置転換含む）

横浜市
本店営業部、元町、阪東橋、
伊勢佐木町、保土ヶ谷、戸塚、
横浜駅前（旧神奈川）、中山、妙蓮寺

磯子、杉田、金沢、鶴見、
鶴見西口（旧豊岡）、六角橋、
中央市場

川崎市 川崎 武蔵小杉（旧丸子）、溝口

鎌倉市・逗子市・葉山町 鎌倉、大船、逗子、葉山

横須賀市・三浦市
横須賀（旧若松町）、追浜、
浦賀、三崎

相模原市 上溝、橋本 渕野辺（旧相模原）、中野

藤沢市 藤沢、片瀬、長後 辻堂

茅ヶ崎市・平塚市・中郡 茅ヶ崎、平塚、大磯、二宮 （大磯）

厚木市・伊勢原市・秦野市 厚木、伊勢原、秦野

小田原市 小田原、国府津、下曽我

南足柄市・足柄上郡・足柄下郡 松田、山北、大雄山 湯河原

東京都 東京、町田

群馬県 前橋、高崎

昭和20（1945）年までに新設した店舗のうち、

青文字の8か店は、当行（横浜興信銀行）が独自に新設

赤文字の5か店（および大磯支店）は、当行（横浜興信銀行）店舗の配置転換により新設

現在の行政区画と昭和 20（1945）年以前から現在まで継続する店舗（53か店）

昭和 20（1945）年以前から現在まで継続する店舗は53 か店 「前身銀行から継承した 当行店舗 40 か店の系譜図」について

1870 1880 1890 1900 1920 1945〜
明治 3 7 11 13 23 25 28 29 31 33 37 大正7 9 10 11 昭和2 20〜

横浜為替会社 第二国立銀行 第二銀行

茂木銀行

第七十四国立銀行 横浜七十四銀行 七十四銀行
横浜興信銀行本店営業部

横浜貯蓄銀行

左右田貯蓄銀行

武蔵商業銀行

左右田銀行

横浜貿易銀行

（各銀行の本店を継承） 都南貯蓄銀行
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